
と
な
っ
て
ゐ
た
。
後
仙
援
の
伊
建
侯
に
召
抱
へ
ら
れ

て
勝
五
百
石
を
受
け
、
渡
遜
弼
三
右
衛
門
と
縛
し
た

と
い
」
。

タ
マ
ガ
ヤ
ヰ
へ
Z

熊
谷
猪
兵
衛
前
回
綱
紀
に

仕
へ
て
二
百
五
十
.
石
を
領
し
、
延
費
六
年
授
。
子
孫

相
繕
い
で
務
に
仕
へ
る
。

タ
マ
キ
熊
来
高
紫
集
十
六
に
『
培
楯
熊
来
乃

夜
良
誠
一
宮
々
。
』
文
『
培
縮
熊
来
酒
屋
繭
云
々
。
』
叉
十

七
に
『
能
菅
郡
従
a
呑
島
・
樟
-
静
一
般
射
=
熊
来
村
-
往
時

作
獄
。
呑
島
欲
毘
久
腕
吉
乎
左
之
底
許
共
布
禰
能
云

々
。
』
と
あ
る
熊
来
は
能
脅
郡
印
ち
鹿
島
郡
に
臨
す
る

地
で
、
天
正
十
年
九
月
朔
目
前
間
利
家
の
宛
行
朕
に

も
熊
来
村
与
一
に
奥
へ
た
も
の
が
あ
る
。
後
世
熊
衆

村
の
名
は
絶
え
た
が
、
こ
の
与
一
は
中
島
村
の
人
で

あ
り
、
県
民
は
俗
に
中
島
・
上
町
二
部
訴
を
熊
来
と

縛
し
て
ゐ
る
。

タ
マ
キ
イ
ン
熊
察
院
鹿
島
郡
に
在
っ
た
。
承

久
ト
一
一
年
注
治
の
飽
穀
凶
聞
敏
目
録
に
、
『
熊
衆
院
、
舟

六
町
四
段
入
、
承
久
元
年
検
注
定
。
』
と
見
え
る
。
後

世
亦
熊
木
院
の
名
を
存
す
る
。

タ
マ
キ
イ
ン
熊
木
院
鹿
島
郡
に
屈
す
る
。
務

政
時
代
で
は
、
中
島
・
瀬
嵐
・
小
牧
・
櫛
見
・
長
補
・
讃

回
・
上
町
・
宮
前
・
椀
凶
・
外
原
・
山
戸
悶
・
谷
内
・
別
所
・

深
浦
・
外

-m岸
の
十
六
斗
制
が
あ
っ
た
。

タ
マ
キ
ガ
ハ
熊
木
川
鹿
島
郡
別
所
谷
の
西
麓

か
ら
渡
し
て
南
流
し
、
別
所
を
経
て
西
に
折
れ
、
羽

咋
郡
河
内
で
岩
穴
川
を
併
せ
、
回
J

民
に
至
っ
て
谷

口
川
を
併
せ
、
上
品
に
至
っ
て
叉
一
支
流
を
入
れ
た

後
東
に
折
れ
、
七
隠
西
跨
に
注
ぐ
。
流
程
一
二
粁
。

タ
マ
キ
ゴ
ウ
襲
来
郷
能
奇
郡
の
古
郷
名
。
久

寓
岐
と
訓
ず
る
。
承
久
三
年
注
諮
の
能
管
凶
回
数
日

銀
に
鹿
島
郡
熊
衆
院
が
あ
り
、
一
宮
衆
徒
知
行
朕
に

は
熊
木
村
が
あ
り
、
戦
闘
以
降
熊
木
院
が
あ
る
。

船
即

紀
の
時
初
め
て
仕
へ
、
組
外
に
列
し
、
御
欝
物
役
と
一
上
野
の
新
聞
や
・
乎
樹
脂
多
と
い
ふ
の
類
で
あ
ら
う
と

な
り
、
二
十
人
挟
持
を
受
け
た
。
寛
文
十
一
年
四
十
一
し
て
ゐ
る
。
併
し
こ
の
設
は
穿
濃
に
過
ぎ
る
や
う

九
歳
で
夜
、
子
孫
藩
に
法
へ
た
が
、
三
代
治
左
衛
門
一
だ
。
常
駐
の
締
像
は
木
彫
で
、
藤
原
初
期
を
下
ら
ざ

笛

築

の

後

断

絶

し

た

。

一

る

作

と

見

え

、

明

治

三

十

八

年

四

周

閥

箆

に

編

入

せ

ク
マ
カ
プ
ト
ア
ヲ
カ
シ
ヒ
コ
タ
ン
ジ
ヤ
久
廓
加
一
ら
れ
た
。
叉
本
赴
議
の
棟
札
は
、
加
賀
・
能
菅
ニ
凶

央
郵
阿
夏
加
志
比
古
紳
桂
三
州
地
理
志
稿
に
羽
咋
一
に
現
存
す
る
棟
札
中
最
古
の
も
の
ら
し
く
、
中
央
に

郡
製
品
廿
小
山
に
在
旬
、
祭
前
記
に
伊
都
一
様
棒
比
古
命
一
『
奉
修
参
間
一
面
一
勧
殿
一
字
、
刑
法
女
六
年
…
殺
五
月
サ

一

『

時

品

H
V

を
紀
る
と
あ
る
と
記
す
る
。
今
こ
の
世
脱
は
な
い
。
一
七
日
庚
辰
紳
宇
.
藤
原
頼
ロ
』
、
そ
の
右
に
『
南
地
顕
降
、

一

-

雨

明

aM

ク
マ
カ
プ
ト
ア
ラ
カ
シ
ヒ
コ
タ
ン
ジ
ヤ
久
廠
加
一
原
粂
信
、
大
工
俄
長
口
』
叉
左
に
『
地
開
藤
原
晶
状
時
、

央
部
阿
夏
加
志
比
古
紳
批
鹿
島
郡
宮
前
に
在
り
、
一
一
胸
中
セ
阿
陶
製
依
金
剛
仰
子
幸
俊
』
と
あ
る
。
そ
の
他

式
内
等
醤
枇
記
に
、
『
久
臨
加
夫
都
阿
良
加
志
比
古
紳
一
薬
師
如
来
木
造
座
像
飽
高
一
米
五
三
穂
は
、
鎌
食
時

社
。
式
内
一
世
。
熊
来
郷
宮
前
村
地
内
銀
座
。
祭
耐
一
代
の
作
と
認
め
ら
れ
、
能
R
H
十
二
一
薬
師
の
一
と
し
て

都
努
我
阿
良
新
等
也
。
今
溝
=
熊
甲
註
4

或
云
熊
甲
大
一
熊
来
薬
師
と
癖
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

明
跡
。
古
代
前
箆
停
束
。
』
と
見
え
る
。
嘗
祉
は
羽
咋
一
ク
マ
ガ
ヤ
カ
ゲ
ユ
熊
谷
勘
解
白
隠
長
六
年
前

部
の
式
祉
な
る
も
、
今
本
部
に
毘
す
る
も
の
は
、
之
一
回
利
常
に
召
出
さ
れ
、
政
千
石
で
大
小
静
香
顕
と
な

を
郡
界
の
綬
移
に
臨
す
べ
き
か
、
或
は
祉
地
の
移
動
一
・
り
、
大
坂
の
役
に
も
従
号
た
。
そ
の
本
宗
は
四
代
の

に
よ
る
か
。
叉
は
紳
名
般
の
浪
記
か
を
考
へ
ね
ば
な
一
深
久
太
夫
に
烹
っ
て
絶
炊
し
た
。

ら
ぬ
。
能
鷲
名
跡
志
に
、
『
熊
木
惣
世
阿
良
加
志
比
古
一
ク
マ
ガ
ヤ
キ
ユ
ウ
ダ
ユ
ウ
熊
谷
久
太
夫
磯
千

耐
祉
は
、
中
島
村
よ
り
十
町
川
上
宮
前
村
に
立
給
ふ
。
一
石
、
御
馬
廻
に
瑳
し
た
o
箆
永
二
年
虫
菊
池
十
六
郎

崇
跡
天
自
問
勅
願
所
に
て
、
赴
頭
御
建
立
有
し
也
。
英
一
武
康
が
久
太
夫
を
訪
う
た
時
、
乱
心
し
て
鴎
た
久
太

胞
は
枇
領
三
千
石
、
爾
部
習
合
の
註
也
。
今
も
大
枇
一
夫
は
脇
指
を
按
き
、
そ
れ
や
・
取
抑
さ
へ
た
武
康
の
手

に
て
貸
物
品
々
あ
り
。
中
に
も
弘
法
大
師
の
国
民
涯
の
一
に
傷
つ
け
た
。
図
っ
て
同
年
知
行
を
召
放
さ
れ
、
一

法
務
経
九
巻
あ
り
。
依
て
く
ま
き
の
名
あ
る
雨
。
同
一
類
に
御
預
と
な
っ
た
。

作
の
薬
師
の
隼
像
あ
り
。
春
日
の
作
の
翁
の
商
あ
り
。
一
タ
マ
ガ
ヤ
ノ

9
ナ
ホ
熊
谷
敬
直
泊
構
伴
六
郎
・

共
外
品
々
あ
り
。
近
年
紳
士
心
四
柳
氏
退
制
押
し
て
、
今
一
忠
右
衛
門
。
字
は
徳
遇
。
脱
は
止
滞
。
延
貸
七
年
突

は
能
管
部
清
水
氏
預
り
也
。
祭
躍
は
毎
年
八
月
二
十
一
甚
六
郎
の
治
知
百
五
十
石
を
受
け
、
亭
保
十
年
四
十

目
、
近
郷
十
六
ヶ
村
の
祭
睡
也
。
』
と
あ
る
。
常
祉
を
一
七
歳
で
間
伐
し
た
。
止
滞

E
記
・
事
保
録
の
箸
が
あ
る
。

僅
俗
に
オ
グ
マ
カ
プ
ト
と
い
ひ
、
『
お
く
ま
か
ぶ
と
の
一
タ
マ
ガ
ヤ
マ
タ
ハ
チ
熊
谷
叉
八
初
め
て
前
回

ま
へ
賃
殿
の
縁
の
こ
ば
な
で
三
度
疲
た
。
』
な
ど
の
唱
一
光
高
に
仕
へ
、
寛
永
二
十
年
二
百
石
を
領
し
た
。
子

歌
が
あ
る
。
能
賢
志
徴
に
そ
れ
を
解
し
て
、
オ
タ
マ
一
孫
相
裂
い
で
務
に
仕
へ
る
。

カ
プ
ト
は
紳
焼
を
館
崇
し
て
御
熊
甲
と
い
う
た
の
で
一
タ
マ
ガ
ヤ
ヤ
ザ
エ
モ
ン
熊
谷
頭
左
衛
門
本
姓

あ
ら
う
と
い
ふ
が
、
貧
は
大
和
の
初
瀬
を
小
初
瀬
、
一
渡
遜
民
。
前
悶
利
常
に
仕
へ
て
三
百
石
を
賜
は
っ
た

同
凶
の
佐
保
を
鳴
佐
渡
、
常
陸
の
筑
・
波
を
乎
筑
波
、
一
が
、
明
踏
の
頃
改
易
と
な
り
、
江
戸
の
設
草
で
瞬
間
者

ク
マ

タ
マ
キ
ゴ
Z

熊
木
越
鹿
島
郡
中
島
・
上
町
か

ら
、
羽
咋
郡
富
来
へ
赴
〈
聞
の
道
路
を
い
ふ
。

タ
マ
キ
ザ
コ
ン
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
熊
木
左
近
締
監

三
州
名
跡
志
に
、
鹿
島
郡
中
島
に
往
古
熊
木
左
廷
勝

監
と
い
ふ
領
主
が
あ
っ
て
、
そ
の
館
跡
が
あ
る
と
記

し
て
あ
る
。
こ
の
左
近
符
監
は
臆
安
中
腕
領
に
離

れ
、
京
に
菅
っ
て
畠
山
左
衛
門
佐
基
凶
に
祇
へ
た

が
、
明
徳
二
年
山
名
氏
請
の
低
に
よ
っ
て
本
望
を
謹

せ
ず
、
内
野
の
合
戦
に
討
死
し
た
と
、
後
太
平
記
な

ど
に
見
え
る
も
の
で
あ
ら
ろ
。

タ
マ
キ
シ
ョ
ウ
熊
来
産
後
愚
昧
短
永
徳
一
冗
年

八
用
十
二
日
に
、
『
笛
知
行
之
地
熊
衆
庄
大
徳
庄
謹
乱

云
々
。
』
と
あ
る
。
藤
原
公
忠
の
領
す
る
庄
闘
が
、
鹿

島
郡
熊
来
地
方
に
あ
っ
た
こ
と
を
い
ふ
の
で
あ
る
。

タ
マ
キ
ジ
ヨ
ウ
熊
木
城
鹿
島
郡
熊
来
地
方
に

は
域
経
が
二
つ
あ
っ
て
、
そ
の
一
は
中
島
に
在
り
、

他
は
上
町
に
存
す
る
。
前
者
は
熊
木
左
近
特
段
の
限

っ
た
所
で
殿
山
城
と
呼
ば
れ
、
後
者
は
城
宇
一
そ
併
へ

な
い
が
貝
田
城
と
い
ふ
。
天
正
四
年
十
周
上
杉
謙
信

が
部
勝
路
網
膜
帯
万
・
七
杉
小
偲
次
・
三
一
斑
寺
平
四
郎
・

内
藤
久
捕
を
謹
い
て
守
ら
せ
、
五
年
五
周
に
は
長
網

越
が
謙
信
の
不
在
に
莱
じ
、
七
尾
を
出
て
熊
木
城
を

屠
っ
た
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
の
何
れ
を
指
す
か
諒
か

で
な
い
。

タ
マ
キ
ヒ
ヨ
シ
タ
ン
ク
ヤ
熊
来
日
吉
神
枇
鹿

島
郡
谷
内
に
在
っ
た
。
式
内
等
密
祉
担
に
、
『
熊
来
日

吉
耐
赴
。
熊
来
郷
谷
内
村
銀
座
。
濁
世
也
。
』
と
見
え

る
が
、
今
こ
の
赴
銃
を
存
せ
ぬ
。

タ
マ
キ
ヤ
ク
シ
熊
木
護
師

4
タ
マ
カ
プ
ト
ア

ラ
カ
Y
ヒ
コ
ジ

y
ジ
ヤ
久
臨
加
夫
郡
阿
良
加
志
胞

古
神
社
ハ
鹿
島
〉
。

ク
マ
ザ
カ
熊
坂
江
沼
郡
西
庄
に
毘
す
る
部
帯
。

大
翠
寺
滞
宇
一
前
田
利
治
の
時
、
こ
の
村
領
内
に
金
坑

二
六
三


